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主題と概要

企業の経営財務を理解するために必要となる基本的な考え方を体系的に学習してゆく。企業財務は企業（株式会社）の資金の調達と運用を考える。それゆえ、株式の諸問題とも強い関連性を持つ。企業財務
は論は、企業内の資金循環の適否や調達の適否を考察する分野である。それ故、現実の事例と財務理論という２つの面がある。できるだけ、主体は企業財務の基本理論を理解することに重点を置くが、現実
の事例を対比させて理解するようにこころがける。

到達目標

（１）何が企業財務の中心的な問題かを理解できるようになる。
（２）財務データが理解できて、それを企業評価に適用する方法を知っている。
（３）可能であるなら、財務が示唆するリスクについて理解を深める。

提出課題

授業中に課される演習課題について提出を求める。

履修にあたっての注意・助言他

平常の授業態度、理解度、質疑応答を重視する。
授業は演習等を行い理解を確認しながら進める予定です。
また、最後の授業時間に期末試験を実施するので、期末試験の成績も50%評価する。

評価の基準

授業内容は、受講者の顔ぶれによって難易度を調整します。

ナンバリング履修開始年次 １年生

教科書
.特に指定しない。.

その他

配布プリントに従って授業を進めます。

（参考文献）
　久保田　著、｢コーポレートファイナンス｣、東洋経済新報社
　井出、高橋　著、｢経営財務入門｣、日本経済新聞社
　ブリーリー、マイヤーズ、アレン　著、　｢コーポレートファイナンス｣上・下、日経PB社
　島　著、｢コーポレートファイナンス｣、日本評論社
　砂川・川北・杉浦、｢日本企業のコーポレートファイナンス｣、日本経済新聞社

第1回　企業財務の役割
第2回　財務諸表の見方
第3回　財務諸表の見方－分析
第4回　資産評価の基礎
第5回　株式価値の評価
第6回　株式価値評価－リスク問題
第7回　資本コスト　WACC
第8回　資本コスト　何に使うのか
第9回　投資決定
第10回　企業価値評価
第11回　M&Aの事例（1）
第12回　M&Aの事例（2）
第13回　M&Aで企業評価
第14回　配当政策あるいは配当政策に言及する余裕がないときは全体的なまとめに使うこともある。
第15回　最終試験

　テーマの変更が行われることがあります。

授業計画

備考

授業形態（アクティブ・ラーニング）

予習・復習については参考文献の指定箇所の熟読を求める。課された課題の取組を求める回もある。これらについて2時間程度の復習が必要。

授業形態

授業中に課題を通じて授業主題の理解につとめるので、授業中に演習の達成度通じて理解を確認する

　 ア：PBL（課題解決型学習） イ：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

ウ：ディスカッション、ディベート エ：グループワーク

オ：プレゼンテーション カ：実習、フィールドワーク

準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

双方向授業の実施及びICTの活用に関する記述

実務経験の有無及び活用

キ：その他（ＡＬ型であるけども、以上の項目のいずれにも該当しない場合）

DP(1)理論的・実証的な課題を研究するために必要な科学的方法論を身につけていること。
　　　到達目標(1)、(2)、(3)を達成することで、企業財務を研究するのに必要な科学的方法論を身につけることができる。
DP(2)研究者として、流通科学諸分野における豊かな学識と研究能力を身につけていること、または高度専門職業人として、より実践的・課題解決的な能力を身につけていること。
　　到達目標(1)、(2)、(3)を達成することで企業財務における研究能力を身につけたり、課題解決の方法を理解することができる。

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

後期 金曜日 ３時限

参考図書




